































































































中村 (    ) においては, ｢わが国で財務会
計という用語がいつごろから使われるように
なったのかは明らかではないが｣ (  頁),








































立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
２) ｢論説｣ や ｢税に係る論説｣ の定義について

















































































掲載本数   本   本   本 ８本    本




｢税務会計論｣ あるいは ｢税務会計学｣ とい
ったタイトルを冠された講座が, 全国的に開
講され始めたことを, 各種の資料から確認し















立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
図表３ 形成期終盤以降の税務会計特別委員会の研究課題と構成メンバー




タイプ４：新井清光, 中村忠, 番場嘉一郎 (委員長)    ‒     企業利益と課税所得との差
異及びその調整について
タイプ２：新井益太郎, 武田昌輔, 富岡幸雄
タイプ４：新井清光, 番場嘉一郎 (委員長)    ‒     税務会計の基本問題に関す
る研究―税法における所得
計算原理の解明と批判
タイプ３：伊藤晋三郎, 高尾忠男, 武田隆二, 増谷裕久, 渡辺進 (委員長)
タイプ４：山下勝治    ‒     課税所得の計算に関する研
究
タイプ３：伊藤晋三郎, 高尾忠男, 武田隆二, 増谷裕久, 渡辺進 (委員長)
タイプ４：山下勝治    ‒     税法上の引当金・準備金等
に関する研究









タイプ３：伊藤晋三郎, 高尾忠男, 武田隆二, 西村民之助, 増谷裕久, 渡邊
進 (委員長)








富岡幸雄助教授 (中央大学)／  本 高寺貞男助教授 (京都大学)／６本 黒澤清教授 (横浜国立大学)／３本
武田昌輔講師 (成蹊大学)／  本 渡邊進教授 (神戸大学)／５本 青木倫太郎教授 (関西学院大学)／２本
新井益太郎講師 (茨城大学)／１本 岡部利良教授 (京都大学)／２本 岩田巖教授 (一橋大学)／１本
高尾忠男助教授 (立命館大学)／１本 木内佳市助教授 (大阪大学)／１本
平尾勇講師 (長崎大学)／１本 番場嘉一郎助教授 (一橋大学)／１本
(注) 所属や職階は, 形成期において最後に論文が掲載された時のもの｡
を, 人的側面から網羅的に跡づけたものが,























































新井益太郎助教授 (    (昭和  ) 年, 明治学院大学経済学部)




青木倫太郎教授 (    (昭和  ) 年以前, 関西学院大学商学部)
小倉栄一郎助教授 (    (昭和  ) 年以前, 滋賀大学経済学部)
高尾忠男教授 (    (昭和  ) 年以前, 立命館大学経済学部)
西村民之助教授 (    (昭和  ) 年以前, 同志社大学商学部)
深津比佐夫助手 (    (昭和  ) 年以前, 関西学院大学商学部)
増谷裕久助教授 (    (昭和  ) 年, 関西学院大学商学部)
渡邊進教授 (開講時期不明, 神戸大学経済経営研究所, 経営学部)
(注) 所属ないし職階は当時のもの｡ また, 年度は開講が確認された時期を示す｡
(出所) 税務会計研究学会特別委員会     , ８頁の記述を一部改変した上で図
表へと加工










図表６は, 金光 (    ) において, 拙稿と


























資本会計    年代                  年代                 年代                年代                年代                年代                年代～            




諸外国の税制 判例 その他    年代                  年代                 年代                年代                年代                年代                年代～            
合 計               
(出所) 金光 (    ,    頁) の表２
９) 規範的研究とは, ｢価値判断が色濃く反映さ
れた批判論的研究｣ (金光     ,    ‒   頁)
を指し, 記述的研究は, ｢非数量的な分析で,
観察される現象のよりよい説明を重視した研究｣
(   頁) をいう｡ なお, 規範的・記述的研究が,
金光 (    ) が調査した全論文に占める割合は,






























































定主義や課税要件明確主義に反する｣ (坂本    ,   頁) といった不満がある  )｡
立教経済学研究 第  巻 第４号     年   











が存在して｣ (坂本     ,   頁) おり, ｢維持
か廃止かという二者択一的な問題ではな｣ (   










































































であり, 企業会計原則｣ (中里     ,   頁) で
はなく, ｢存在するのは, 会計学 商法
法人税法という, 単線的な関係である｣ (  頁)
といえる｡ この ｢会計の三重構造｣ (金子     ,   頁) を前提とすれば, ｢法人税法は法律 (商
法・会社法) に基づいて課税要件を法定してい
るともいい得るので課税要件法定主義の問題を


























































安藤英義 (    ) ｢企業会計法｣ 森田哲彌・宮本匡
章編著 『会計学辞典 第五版』 中央経済社,    
頁｡
伊藤邦雄 (    ) ｢財務会計｣ 安藤英義・新田忠誓
・伊藤邦雄・廣本敏郎編著 『会計学大辞典 第五
版』 中央経済社,    ‒   頁｡
岡部利良 (    ) 『現代会計学批判』 森山書店｡







決算主義｣ 『租税研究』 第   号,   ‒   頁｡
立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
  ) この点について, 金子 (    ) では, ｢公正
妥当な会計処理の基準は, 法的救済を排除する






















中里実 (    ) ｢租税法と企業会計 (商法・会計学)｣
『旬刊商事法務』 第    号,   ‒  頁｡
中村忠 (    ) 『新版 財務会計論』 白桃書房｡
形成期ないし変革期における税務会計研究    
